
「革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）」への応募を御検討の皆様へ

農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課

この度は、地域戦略プロジェクトの応募に向け、御検討頂き、ありがとうございます。

地域戦略プロジェクトへの応募に当たっては、下記の点に御留意頂きますようお願いします。

記

１．地域戦略プロジェクトは、「実証研究型」と「個別・ＦＳ型」の２つのタイプを設定して

おりますが、このうち、「実証研究型」については、産学官の研究機関と地方公共団体・農

林漁業者等が総力を結集して、複数の先進的な技術を組み合わせた革新的な技術体系を確立

する実証研究を行うもので、こういった観点に着目し、審査を実施することとしています。

１月に開催いたしましたブロック別技術提案会での御提案内容を拝見したところ、ターゲ

ットとしている解決すべき課題が同じであったり、技術シーズが似通っているものが多く見

受けられました。

このため、このような御提案については、ブロック内はもちろん、異なるブロック間にお

いても連携が可能であれば、できるだけ各研究グループ同士で御連絡を取り合って頂き、共

通の課題解決に向け、革新的な技術体系が確立できるよう、コンソーシアム作りを進めて頂

きたいと考えています。

（複数の県や産地が連携する例）

○ 核となる共通の技術シーズをベースとして、各産地・地域ごとに特色のある技術

シーズを組み合わせた技術体系を確立するための実証研究を実施

○ 品種導入試験、生産管理技術、収穫技術、加工・流通技術等について、それぞれ

の産地・地域で分担して研究を進め、最終的に各産地・地域に広く導入可能な革新

的な技術体系として確立

なお、各研究機関からの技術提案の内容については、ＨＰで全てのブロック提案資料を掲

載しています。加えて、御提案が多かった分野については、御提案概要を一覧にして掲載し

ておりますので、御参照下さい。

また、本事業については、現在実施中の第１回公募に加え、夏～秋頃にも公募採択を行う

こととしていますので、コンソーシアム作りに時間を要する場合は、そちらの機会の活用も

御検討下さい。

２．上記１に関し、複数の県や産地が連携し、一つのコンソーシアムとして応募する際の「地

域戦略・研究計画」の作成については、ＨＰで掲載している「地域戦略プロジェクトに関

するＱ＆Ａの「２．地域戦略に関すること」をご参考にして下さい。

また、委託研究費の限度額（100,000千円／年）についても、相当程度広域な地域を対象

とするケースなど、理由を明示できる場合は、限度額を超えることを認める場合もあります。


	Taro-280212_【参考資料の表紙】
	Taro-280212_【参考資料の目次】
	技術提案整理表（一式）
	１．健康・機能性
	２．ＩＣＴ・ＧＰＳ
	３．ロボット・ドローン
	４．輸出のうち鮮度保持等
	５．輸出のうち検疫等
	６．施設園芸・植物工場
	７．トマト
	８．イチゴ
	９．カンキツ
	１０．リンゴ
	１１．ブドウ
	１２．モモ
	１３．メロン
	１４．花き
	１５．茶
	１６．畜産（牛）
	１７．畜産（豚）
	１８．畜産（鶏）
	１９．畜産（飼料）
	２０．酒米

	空白ページ
	空白ページ



